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杉

本

憲

司

長
江
下
流
域
の
江
蘇
省
、
淅
江
省
、
特
に
太
湖
周
辺
に
存
在
し
た
古
代

の
呉
地
方

の
文
化
と
、
そ
れ
以
外
の
江
南
地
帯
に
広
く
分
布
し

て
い
る
百
越
の
人
た
ち
の
文
化
に
つ
い
て
の
、
考
古
学
的
資
料
と
彼
ら
の
伝
承
を
つ
た
え
る
文
献
を
併
せ
て
行
う
研
究

は
、
最
近
特
に
進

C
　
)

展
を

み
せ
て
い
る
。

一
つ
は
、
そ
の
文
化
の
起
源
と
、
文
化
の
に
な
い
手
の
民
族
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
二
つ
は
、
考
古
学
的
資
料

を
中
心
と
す
る
、
狭
い
地
域
の
文
化
の
特
色
に
つ
い
て
の
研
究
、
即
ち
地
域
文
化
研
究
で
あ
る
。

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
呉
越
の
鳥
に
つ
い

て
の
考
察
は
、
両
者
に
ま
た
が
る
が
、
第

一
の
研
究
分
野
で
行
わ
れ
て
い
る
、
起
原
と
文
化

の
に
な
い
手
に
つ
い
て
、
即
ち
鳥
が
呉
越
地

方
で
ど
の
よ
う
に
考
え
ち
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
の
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

鳥

に
つ
い
て
は
、
文
献
上
に
数
多
く
記
述
が
み
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
鳥

に
関
す
る
神
話

・
伝
承
、
ト
ー
テ
ム
、

シ
ャ
ー
マ
ン
に
つ
い
て

の
ぺ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
且

っ
復
雑
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
考
古
学
的
資
料
に
み
ら
れ
る
鳥
を
手
が
か
り
に
し
て
、
呉
越
地
方
の
鳥
を
ど

の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
周
辺
を
も
含
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

一
、
屋
上

の
木
柱
上

に
鳥
が
棲

る
銅
屋
明
器

一
九
八

一
年

一
一
月
、
淅
江
省
紹
興
市
の
城
南
九
粁

に
あ
る
坡
塘
の
獅
子
山
西
北
麓
で
、
土
取
り
中

に
一
つ
の
大
墓

(紹
興
三
〇
六
号

呉
越
文
化
の
鳥

一



二

墓
)
が
発
見
さ
れ
、
淅
江
省
文
物
管
理
委
員
会
な
ど
が
調
査
を
行

っ
た
が
、
副
葬
明
器
の
中
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
銅
屋
明
器
が
あ

(
2
)

っ
た
。
墓
は
階
段
式
墓
道
を
東
側
に
、
壁
龕
を
墓
室
南
壁

に
も
つ
土
坑
墓
で
、
墓
室
の
西
半
部
位
は
す
で
に
破
壊
を
う
け
て
い
た
が
、
葬

具
の
あ
る
と
こ
ろ
と
壁
龕
の
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
た
の
で
、
副
葬
明
器
が
多
く
み
ら
れ
る
。
墓
の
規
模
を
み
る
と
、
墓
道
は
階

段
式
で
四
段
あ
り
、
長
さ
は
わ
ず
か

一
・
五
米
、
幅
は
三

・
四
米
あ
る
。
墓
室
は
墓
底
で
南
北
の
長
さ
が
八

・
一
四
米
、
南
壁
の
と
こ
ろ

で
残
五

・
四
米
、
北
端
の
残
長
は
二

・
五
米
あ
り
、
深
さ
は
二
・
八
米
あ
る
。
龕
は
墓
底
よ
り
○

・
八
五
米
の
と
こ
ろ
に
残
幅
二

・
九
米
、

奥
行
き
○

・
五
米
、
高
さ
約
○

・
四
四
米
あ
り
天
井
部
は
弧
形
を
し
て
い
る
。
若
し
こ
の
龕
が
中
央
に
あ
る
と
す
れ
ば

(
墓
室
の
)
東
西

幅
が
約
九
米
以
上
あ
り
、
正
方
形
に
近

い
墓
坑
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
墓
坑
内
に
は
木
槨
室
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
報
告
者
は
壁
龕

の
高

さ
、

墓
道
か
ら
み
て
、
木
槨
室

の
高
さ
を
○

・
八
五
～
○

・
九
五
米
の
間
に
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

副
葬
品
は
盗
掘
と
破
壊

に
よ

っ
て
完
全
に
残

っ
て
い
な
い
が
、
残
さ
れ
て
い
た
も
の
は
壁
龕
内
と
龕
の
下
方

の
墓
底

に
あ
る
土
台

(残

長
二

・
三
米
、
幅
○

・
六
米
、
高
さ
○

・
一
四
米
)
と
棺
内
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
龕
内
に
は
銅
鼎
二
、
銅
顱
二
、
陶
罐

二
、
陶
豆

一
と
、

問
題

に
な
る
銅
屋
明
器
が
あ

っ
た
。
龕
は
も
と
木
板
で
ふ
さ
が
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
下
の
土
台
の
上
に
は
銅
洗

一
、
銅
尊

一

(
も
と

は
龕
内

に
あ

っ
た
も
の
が
落
ち
た
よ
う
で
あ
る
)、
方
形
插
座

一
、
漆
器

(方
形
盒
、
長
方
形
盒
、
円
型
盤
、
奩
耳
杯
な
ど
多
数
)、
漆
器

中
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
銅
刀
、
削
、
刻
刀
、
小
銅
壷
、
小
銅
豆
、
陽
燧
、
玉
器
群
、
礪
石
、
陶
紡
垂
車
、

玉
耳
を
も
つ
金
舟

な
ど
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
外
、
調
査
前
に
採
集
さ
れ
た
も
の
に
銅
罍

一
、
銅
鑑

一
、
湯
鼎

一
、
錐
盃

一
、
炉

一
な
ど
が
あ
る
。
棺

が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
範
囲

(
残
長
二

二
ご
五
米
、
幅
○

・
八
米
)
か
ら
は
玉
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。

出
土
品
の
中
で
銘
文
を
有
す
る
銅
器
が
数
点
あ
り
、
湯
鼎
と
い
わ
れ
る
円
肩
、
球
腹
の
胴
体
に
三
足
が
つ
き
、
蓋
も
あ
る
形
の
銅
器
の

蓋
内
面
と
肩
部
の
と
こ
ろ
に
銘
文

(相
同
の
も
の
四
十
四
字
)
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
徐
国
の
購
尹
轡
が
つ
く

っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が

わ
か
る
。
炉
に
も
銘
文
が
あ
り
、

「徐
王
」
賓
?

の
小
型
の
熏
炉
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
墓
の
性
質
を
考
え
る
の
に
重
要
な
史
料
で

あ
る
。



銅

屋
は
台
に
の
る
形
を
し
て
全
屋
の
高
さ
が

一
七
糎
あ
り
、
底
面
は
長
方
形

(
幅

一
三
糎
、
奥
行

一
一
・
五
糎
)
で
、
正
面
に
は
墻
、

門
が
な
く
三
間
間
口
で
円
形
の
柱
が

二
本
立

っ
て
い
る
。
両
側
面
も
三
間
で
壁
に
は
長
方
形
の
透
し
穴
が
あ
る
。
奥
壁
も
三
間
で
あ
る
が

中
央

の
と
こ
ろ
に
長
方
形
の
小
窓
が
あ
る
。
屋
根
は
四
柱
造
り
で
屋
根
中
央
に
は
断
面
八
角
形
の
柱

(
高
さ
七
糎
)
が
た
ち
、
そ
の
上
に

一
羽

の
大
き

い
尾
を
も
つ
鳥
が
棲

っ
て
い
る
。
屋
根
と
後
壁
と
台
に
は
勾
連
回
紋
が
あ
り
へ
円
柱
に
は
S
字
形
勾
連
雲
文
が
あ
る
。

(
図

　
　室

内
に
は
小
さ
い
銅
人
が
六
人
、
前
後

二
列
に
す
わ
り
、
前
面
の
右
側
の
人
は
左
側
壁
の
方
を
む
い
て
、
自
分

の
前

に
置
か
れ
た
鼓
座

に
か
か
る
鼓
を
右
手
に
持

っ
た
槌
で
打

つ
状
を
し
て
い
る
。
中
央
と
左
の
二
人
は
正
面
を
み
て
膝
を
屈
げ

て
す
わ
り
、

両
手
は
下
腹

の
前

に
お
い
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
女
の
よ
う
で
胸
に
は
乳
房
の
表
現
が
あ
り
、
頭
髪
は
頭
頂
に
束
ね
ら
れ
て
い
る
。
後
列

の
三
人
の
う
ち
右

の
人

は
正
面
を
む
い
て
、
両
手
で
笙
を
持

っ
て
吹
い
て
い
る
状
を
し
、
中
央
の
人
も
正
面
む
き
で
膝
の
上
に
四
弦
琴
を
お
き
、
右
手

に
小

さ
い
棒
を
も
ち
、
左
手
は
弦
を
お
さ
え
て
演
奏
す
る
状
を
し
て
い
る
。
左
の

一
人
も
正
面
を
む
い
て
同
じ
よ
う
に
四
弦

琴
を
膝
の
上

に
お

い
て
、
指
で
弦
を
は
じ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
人
は
す
べ
て
衣
服
を

つ
け
た
表
現
を
し
て
い
な
い
し
、
特

に
前

の
二
人
は
前

述

の
よ
う
に
乳
房
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
女
の
人
の
裸
体
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
他
の
四
人
は
体

つ
き
か
ら
み
て
男
の
人
の
よ

う
で
あ
り
、
頭
髪
は
後
頭
部
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
紹
興
三
〇
六
号
墓
の
年
代
に
関
し
て
簡
報
で
は
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
秦
時
代

の
大
型

墓
が
淅
江
省
内
か

ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
墓
の
形
式
か
ら
は
年
代
推
定
を
す
る
の
に
材
料
不
足
で
あ
る
。
そ
こ
で
副
葬
品
か
ら
み
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
銅
屋
や
他
の
銅
器
に
み
え
る
文
様

(
勾
連
雲
雷
文
、
蟠
蠕
文
)
は
春
秋
時
代
中

・
後
期

に
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
形
体
で
は

円
底
鼎
、
鋲
盃
、
顱
盃
、
玉
耳
金
舟
な
ど
全
体
の
組
合
せ
か
ら
み
て
春
秋
時
代
後
期

に
つ
く
ら
れ
た
墓

の
よ
う
で
あ
る
。
銘
文
に
み
え
る

「
徐
」
国
は
春
秋
時
代
中

・
後
期
に
極
め
て
盛
ん
に
な

っ
た
国
で
あ

っ
た
が
、
前
五

=

一年

に
呉

に
滅
さ
れ
、
そ
の
際
、
徐
国
の
器
が
呉

に
は
い
っ
た
が
、
そ
の
後
、
呉
が
越
に
滅
さ
れ
た
の
で

(前
四
七
三
年
)
、

越
の
地
に
は
い
り
、

そ
う
し
て
墓
に
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ

呉
越
文
化

の
鳥

三



四

る
の
で
、
墓
の
年
代
は
越
が
呉
を
滅
し
た
時
か
ら
、
楚
が
越
を
滅
し
た
時

の
間
に
考
え
ら
れ
、
特
に
他
の
遺
物
と
あ
わ

せ
て
み
る
と
、
越

が
呉
を
滅
し
た
時
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
の
経
過
し
て
い
な
い
時
に
墓
に
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
戦
国
時
代
初
期
の
墓
に
あ
た

る
。
以
上
が
発
掘
簡
報
の
見
解
で
あ
る
。

(m
)

牟
永
抗
氏
は
銅
屋
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
の
ぺ
て
い
る
。

こ
の
建
築
は
北
半
球
低
緯
度
地
区
に
適
し
た
、
夏
に
東
南
向
き
の

風
を
入
れ
、
冬
に
は
採
光
に
便
な

つ
く
り
で
、
南
面
し
た
と
思
わ
れ
る
正
面
に
は
門
、
墻
が

つ
く
ら
れ
な
い
の
は
そ
の
為
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
両
側
面
が
透
し
格
子
壁
に
な

っ
て
い
る
の
も
通
気
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
屋
根

の
中
央
に
建

つ
鳥

の
棲

ま
る
柱
に
つ
い
て

は
ト
ー
テ
ム

・
ポ
ー
ル
で
、
鳥
を
ト
ー
テ
ム
と
す
る
民
族
の
祭
祀
用
の
建
物
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
鳥

の
ト
ー
テ
ム
の
源

を
新
石
器
時
代
に

も
と

め
て
い
る
。

二
、
鳩

杖

状

の
銅

器

棒
状
の
も
の
の
上
に
鳥
が
い
る
銅
器
に
は
、
前
節
で
の
べ
た
屋
根
の
上
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
呉
越
文
化
圏
で
は
つ
ぎ
に
紹
介
す
る
よ

う
な
鳩
杖
状
の
も
の
が
ニ
ケ
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

　る
　

一
つ
は

一
九
八
四
年
五
月
に
江
蘇
省
丹
徒
県
北
山
頂
の
土
數
墓

(
八
四
D
B
M
)
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
墓
は
長
江
に
沿

う
寧
鎮
山
脈

の
一
支
脈
で
あ
る
北
山
の
頂
上
部
に
位
置
し
、
封
土
は
楕
円
形
で
、
底
部
で
南
北
三
〇

・
七
五
米
、
東
西
が
三
二

.
二
五
米

あ
り
、
高
さ
は
五

・
五
米
で
あ
る
。
封
土
に
は
版
築
の
よ
う
な
土
を

つ
き
か
た
め
た
様
子
は
な
い
。
墓
坑
は
封
土
下
の
地
山
の
表
面
を
整

地
し
、
そ
こ
に
庖
刀
形

に
掘
ら
れ
た
も

の
で
あ
る

(墓
室
長
さ
五

・
八
米
、
幅
四
ー
五
米
、
深
さ

一
・
三
五
～

一
.
四
五
米
。
墓
室
西
北

に
あ

る
側
室
長
さ
五

・
八
米
、
幅

二
・
三
五
米
、
深
さ

一
・
一
五
～

一
・
二
五
米
)。
墓
室
が
盗
掘

に
あ

っ
て
い
る
の
で
、
葬
法
、
副
葬
明

器
は
明
き
ら
か
で
な
い
が
、
側
室
と
墓
坑
両
側

の
平
台
上
は
盗
掘
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
墓
坑
両
側

の
平
台
上

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
人

の
殉
葬
者

(報
告
で
は
北
側
が
男
性
で
、
南
側
が
女
性
で
あ
る
と
推
定
)
が
あ
り
、



北
側

の
方
か
ら
は

一
束

の
青
銅
製
削
と
、

一
束

の
青
銅
製
小
刀
、
青
銅
鑒
が
出
土
し
て
い
る
。
南
側
か
ら
も

一
束

の
青
銅
製
削
と
青
銅
製

小
刀
と
水
晶
製

の
玉
が
出
土
し
て
い
る
。

側
室

(
「報
告
」
本
文
で
は
墓
道
と
さ
れ
、

「報
告
」
図
五
で
は
側
室
と
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
側
室
説
を
と
る
)
に
は
副
葬
品
な
ど

が
三
層
に
分
れ
て
み
ら
れ
る
。
上
層
西
北
角
に
は
蓋
が
お
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、
青
銅
製
の
蓋
斗
、
蓋
蚤
と
灰
痕
が
み
ら
れ
る
。
中
層
に

は
南
側
に
仰
身
直
肢
葬
さ
れ
た
殉
葬
者

の
遺
体

(鑑
定
で
は
三
十
歳
前
後
の
女
性
)
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
織
物
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
の
遺
体
は
布
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
遺
体
と
同
じ
層
に
は
陶
罐
、
陶
盆
、
双
耳
壷
、
紡
垂
車
二
個
、
石

器
が
副
葬
品
と
し
て
み
ら
れ
る
。
第
三
層

に
は
大
量
の
副
葬
品
が
お
か
れ
て
い
た
。
西
北
部
に
は
青
銅
礼
器

(
鼎
三
、
勺

一
、
缶

二
)
が
お

か
れ
、
こ
の
南
の
西
南
角
に
は
青
銅
武
器

(戟

一
、
矛
八
、
小
矛

一
)
が
お
か
れ
、
木
質
部
分
も
若
干
み
ら
れ
る
。
礼
器

の
す
ぐ
東
側

に
青

銅
楽
器
の
錬
于
三
、
丁
寧

(鉦
)

一
と
懸
鼓

(
青
銅
環
と
紅
色
漆
皮

の
み
の
こ
る
)

一
が
あ
る
。
こ
の
東
側
に
車
馬
具

の
車
喜
と
轄
三
組
、

漆
皮
、
織
物
痕
跡
、
そ
の
他
車
馬
具

一
括
は
側
室
中
央
部
に
か
け
て
あ
る
。
ま
た
中
央
部
南
よ
り
の
と
こ
ろ
に
は
青
銅
斧
、
斤
、
鏃
、
箙

(
?
)
痕
な
ど
が
あ
る
。
側
室
の
東
部
、
墓
室
と
の
境
に
近
い
と
こ
ろ
に
は
、
石
磬

=

一、
青
銅
製
の
編
鑵
五
、
編
鈕
鐘
七
、、鐘
虚

(?
)

が
あ
る
。
問
題
の
鳩
杖
は
、
ほ
ぼ
中
央
部
に
斜
め
に
お
か
れ
、
杖
頭
は
東
向
き
で
鐓
は
西
壁

に
近

い
鍠
于
の
と
こ
ろ
に
か
か

っ
て
い
る
。

主
室
が
盗
掘
に
あ

っ
て
い
る
の
で
、
残
さ
れ
た
以
上
の
遺
物
か
ら
、

こ
の
墓
の
こ
と
を
少
し
み
て
み
た
い
ゆ
側
室
の
遺
物
は
報
告
に
よ

れ
ば
す
べ
て
実
用
の
器
で
、
墓
主
人
の
死
後
の
生
活
を
生
前
と
同
じ
よ
う
し
て
い
く
に
必
要
な
品
を
入
れ
た
と
思
わ
れ
(
車
馬
は
ス
ペ
ー

ス
的

に
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
隔
車
馬
具
だ
け
を
分
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
馬
具
と
車
具
に
分
け
て
い
ゐ
。
全
体
で
は
三
車
、
七
馬
で
一
車
に

は
廂
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
楽
器
に
は
祭
器
と
し
て
の
編
鐘
、
編
磬
と
、
軍
行
に
も
使
凧
さ
れ
た
鐘
于
が
み
ら
れ
る
黛
ま
た
墓
室
内
に

残

っ
て
い
た
矛

(
「余
昧
自
乍
…
…
」
の
銘
文
あ
り
)
、
側
室
内

の
矛
、
戟
、
矢
な
ど
か
ら
み
て
、

こ
の
墓
主
人
が
男
性
志
考
え
ら
れ
る
。

鼎
の
中
に
は
羊
、
豚
、
鯉
魚
の
骨
が
あ
り
、
こ
れ
は

『
儀
礼
』
有
司
徹
に
み
え
る
三
牢
に
あ
た
る
。

鳩
杖
は
木
部
の
と
こ
ろ
が
な
く
な

っ
て
い
る
が
、

出
土
し
た
時
の
杖
頭
と
杖
鐓
の
間
が

一
、・
八
九
米
あ

っ
た

の
で
、

全
体
の
長
さ
は

呉
越
文
化

の
鳥

・五

■
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二

・
二
九
四
米

(
杖
頭
長
一
=

・
二
糎
、
鐓
長

一
九

・
二
糎
)
あ
る
。
鐓

に
は

一
人
の
全
身

に
文
身
が
あ
り
、
頭
髪
が
耳
の
と
こ
ろ
が
短

く
、
後
に
二
つ
の
髻
が
み
ら
れ

る
、
正
坐
を
し
た
人
物
像
が
あ
る
。

(
図
2
)

こ
の
墓
は
出
土
し
た
鼎
の
銘
文
に
み
え
る
徐
国
の
甚
六
は
、
報
告
に
よ
る
と
音
通
か
ら
徐
国
最
後

の
章
羽
に
あ
て
ら
れ
、
こ
の
器
は
呉

が
徐
を
滅
し
た
後

(
魯
昭
公
三
〇
年

〔前
五

=

]〕
よ
り
後
)
か
、
徐
と
呉
が
婚
姻
関
係
に
あ
る
か
し
て
、
呉
に
は
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
、

銘
文

の
内
容
か
ら
す
れ
ば
後
者
の
よ
う
で
あ
る
。

　ヨ
　

こ
の
墓
が
位
置
す
る
丹
徒
は
、
古
代
で
は
朱
方
と
よ
ば
れ
、
呉
国
に
属
し
て
い
た
。
出
土
す
る

「

二
の
徐
器
を
徐

い
て
呉
文
化
の
特

色
を
持

っ
た
遺
物
で
し
め
ら
れ
て
い
る
。
鼎

・
矛

に
は
呉
王
の
名

の
余
昧
が
み
え
る
こ
と
、
殉
葬
者
を
と
も
な
う
こ
と
、
遺
物
の
豊
富
さ

か
ら

み
て
、

一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
呉
王
余
昧
の
墓
と
す
る
考
え
も
生
れ
、
そ
う
す
れ
ば
年
代
は
前
五
二
七
年
以
後

の
余
り
時
間
の
た

(6
)

っ
て
い
な
い
時
と
さ
れ
る
。

鳩
杖
の
も
う

一
つ
が
出
土
し
た
の
は
、
淅
江
省
紹
興
県
浬
諸
鎮
中
荘
村
で
、

一
九
九
〇
年
三
月
に
農
民
が
填
頭
山
北
麓
で
池
を
掘

っ
た

時
に
、
杖
頭
と
鐓
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
附
近
の
土
は
流
出
し
て
き
て
た
ま

っ
た
も
の
の
よ
う
で
、
共
に
印
紋
陶
片
が
発
見
さ
れ
た
だ
け

で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
鳩
杖
が
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
杖

の
状
は
、
前
に
あ
げ
た
丹
徒
で
出
土
し
た
も

の
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
杖
頭
の
長
さ
が
二
六

・
七
糎
、
鐓
の
長
さ
三
〇

・
六
五
糎
あ
り
、
鐓

に
み
え
る
人
物
像
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

(7
)

る
。

(
図

3
)

三
、
呉
越
地
方

の
鳥
文
化

前
節
で
最
近
出
土
し
た
遺
物
の
中
に
み
ら
れ
る
、
鳥
を
と
も
な
う
器
の
出
土
状
態
と
、
そ
の
時
代
に
つ
い
て
を
報
告
を
中
心
に
簡
単
に

の
べ
た
。

問
題
の
遺
物
は
春
秋
時
代
後
期
か
ら
戦
国
時
代

に
か
け
て
の
墓
か
ち
出
土
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が

つ
く
ら
れ
た
時
も
そ
の
時
に
近
い
も

呉
越
文
化

の
鳥

七



八

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
位
置
は
呉
か
ら
越

に
か
け
て
の
地
に
あ
り
、
前
二
つ
の
墓
に
は
と
も
に
徐
国
の
器
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
共
通
点
さ
え
持

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
遺
物
は
徐
、
楚
、
呉
、
越
と

い
う
当
時

の
江
南
文
化
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
鳩
杖
を
副
葬
し
て
い
た
丹
徒
北
山
頂
墓
は
も

っ
と
も
古

い
時
期
に
あ
た
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、

先
ず

い
わ
ゆ
る
鳩
杖
に
つ
い
て
の
べ
て
い
く
。

『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
七
年

(
前
五
二
五
)
秋
に
、
鄰
子
が
魯

に
来
た
時
の
話
と
し
て
、
鳥

の
名
が
官
名

に
つ
け

ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
問
答
が
あ
る
。

昭
子

(
叔
孫
賠
)
間
焉
、
日
、
少
睥
氏
鳥
名
官
、
何
故
也
。
鄰
子
日
、
吾
祖
也
。
ー

(中
略
)
ー
我
高
祖
少
腺
摯
之
立
也
、
鳳
鳥
適

至
、
故
紀
於
鳥
、
為
鳥
師
而
鳥
名
。
鳳
鳥
氏
歴
正
也
。
玄
鳥
氏
司
分
者
也
。
伯
趙
氏
司
至
者
也
。
青
鳥
氏
司
啓
者
也
。
丹
鳥
氏
司
閉
者

也
。
祝
鳩
氏
司
徒
也
。
鵙
鳩
氏
司
馬
也
。
鴫
鳩
氏
司
空
也
。
爽
鳩
氏
司
寇
也
。
鶻
鳩
氏
司
事
也
。
五
鳩
、
鳩
民
者
也
。
五
雉
為
五
正
、

利
器
用
、
正
度
量
、
夷
民
者
也
。

、.

し
る
し

と
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
郊
琉
の
祖
先
で
あ
る
少
曄
摯
が
位
に
つ
い
た
時
に
鳳
凰
が
や

っ
て
き
た
の
で
、
鳥
を
紀
と

し
て
、
官
名

に
鳥

の
名
前
を

つ
け
た
と
し
て
、
鳳
凰
氏
は
暦

・
天
文
を
、
玄
鳥
角

(
つ
ば
め
)
は
春
分
秋
分
を
担
当
し
、
丹
鳥
氏

(
き
ん
け
い
)
は
立
秋
立
冬

を
担
当
し
、
ま
た
祝
鳩
氏

(
じ
ゅ
ず
か
け
ば
と
)
は
民
を
教
え
導
く
司
徒

の
官
で
あ
り
、
鵙
鳩
氏

(
み
さ
ご
)
は
法
制

を
つ
か
さ
ど
る
司

馬
の
官
で
あ
り
、
鴈
鳩
氏

(
か

っ
こ
う
)
は
土
木
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
司
空
の
官
で
あ
り
、
爽
鳩
氏

(
た
か
)
は
盗
賊
を
取
り
締
る
司

寇
の
官
で
あ
り
、
鶻
鳩
氏

(
く
ま
た
か
)
は
農
事
を

つ
か
さ
ど
る
司
事

の
官
で
あ

っ
て
、

こ
の
五
つ
の
鳩
氏
は
民
政
を
担
当
し
、
民
を
安

心
し
て
生
活
さ
せ
る
官
で
あ
る
。
ま
た
五
つ
の
雉
氏
は
工
人
の
長
で
、
民
に
道
具
を
便
利
し
、
度
量
衡
を
正
し
く
し
、

民
の
生
活
を
平
等

に
す

る
官
で
あ
る
と
説
い
て
、
鳥
名
の
つ
く
官
が
あ

っ
た
こ
と
を
い
う
。
そ
う
し
て
、
杜
預

の
注
に
ょ
れ
ば
、

「鳩
、
聚
也
、
治
事
上
聚
、

故
以
鳩
為
名
」
と
あ

っ
て
、
鳩
に
聚
め
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
民
を
あ

つ
め
て
政
治
す
る
と
こ
ろ
か
ら
鳩
字
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
知

(
　
)

ら
れ

る
。
こ
の
鄰
国
は
孔
子
に
と

っ
て
は
夷

の
国
と
さ
れ
る
が
、
国
の
あ
る
と
こ
ろ
が
、
山
東
省
鄰
城
県
と
い
う
山
東

で
も

っ
と
も
南
に



位
置
し
、
ま
わ
り
が
東
夷
、
徐
、
淮
夷
と
接
し
て
い
て
、
江
南
文
化
と
の
接
触
が
濃
厚
な
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
の
鳥
名

の
官
も
江
南

の
鳥

、

文
化
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
は
見
逃
せ
な
い
。

し
か
し
、
鐓
に
み
ら
れ
る
ひ
ざ
ま
ず
く
人
物
像
は
、
明
き
ら
か
に
断
髪
文
身
を
し
た
呉
地
方
の
人
の
特
長
を
そ
な
え
て
い
る
。

『春
秋

左
氏
伝
』
哀
公
七
年

(
前
四
八
八
)
の
条
に
ょ
れ
ば
、
呉
の
太
伯
は
周
の
礼
に
よ

っ
て
玄
端
の
服
を
つ
け
、
委
貌

の
冠
を
か
ぶ

っ
て
治
め

た
の
に
、
弟
の
仲
雍
が

つ
ぐ
と
、

「断
髪
文
身
、
羸
以
為
飾
」
と
い
う
呉
の
俗
に
従

っ
た
と
あ
る
。
ま
た

『
呉
越
春
秋
』
呉
王
寿
夢
伝
で

は
、

「寿
夢
日
、
孤
在
夷
蛮
、
徒
以
椎
髻
為
俗
」
と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
こ
と
は
し
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
こ
の
鳩
杖
は

呉
文
化
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
鳩
に
政
治
的
な
意
味
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
の
鳩
杖

は
政
治
権
力
の
象
徴

と
し
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、、
漢
代
に
み
ら
れ
る
鳩
杖
は
高
令
者
に
国
家
か
ら
賜
う
敬
老
の
礼
に
あ
り
、

『
続
漢
書
』
礼
儀
志
に
は

仲
秋
之
月
、
、県
道
皆
按
戸
比
民
、
年
始
七
十
者
授
之
以
玉
杖
、
餔
之
以
糜
粥
。
八
十
、
九
十
礼
有
加
、
賜
玉
杖
、
長
九
尺
、
端
以
鳩

鳥
為
飾
。

と
あ
り
、
八
十
歳
、
九
十
歳
に
な
る
と
端
に
鳩
鳥
を
か
た
ど

っ
た
飾
り
溝
あ
る
玉
杖
を
賜
わ
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
の
鳩
は
敬

老
の
意
味
を
持

っ
た
鳥
で
あ
る
と
思
わ
れ
、

『
周
礼
』
夏
官
大
司
馬
、
羅
氏
の
条
に
、

「羅
氏
掌
羅
烏
鳥
。
錯
則
作
羅
襦
、
中
春
羅
春
鳥
、

献
鳩

以
養
国
老
。」
と
あ

っ
て
、

羅
氏
が
網
で
と
る
烏

は
、

『説
文
』
烏
部
に
よ
れ
ぽ
孝
鳥
で
あ
り
、

ま
た
中
春
に
春
鳥
を
と
る
の
は
、.

春

に
な

っ
て
姿
を
み
せ
て
く
る
鳥
で
あ
り
、
ま
た
鷹
が
姿
を
か
え
た
鳩
で
あ
り
、

こ
こ
に
古

い
も
の
が
新
し
く
な

っ
て
い
く

エ
ネ
ル
ギ
ー

に
ょ

っ
て
老
を
養
い
、
生
気
を
助
け
る
意
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鳥

に
は
烏

の
よ
う
に
孝
鳥
と
さ
れ
る
も

の
や
、
鳩

の
よ
う
に
老
を
養

う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

つ
鳥
が
あ
る
。
,鳩
杖
は
こ
の
新
し
く
な
り
、
老
を
養

い
、
生
気
を
助
け
る
力
を
も

っ
た
杖
で
、
養
老
、
敬
老

の
意
味

を
も

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、、鳩

に
は
官
名
に
使
用
さ
れ
権
力
の
象
徴
と
み
ら
れ
る
場
合
と
、
敬
老
、
養

老
の
た
め
新
し
い

エ
ネ

ル
ギ
r
を
与
え
る
鳥
と
し
て
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

呉
越
文
化
の
鳥

九



一
〇

そ
れ
で
は
他

に
鳥

に
関
す
る
伝
承
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
み
て
い
こ
う
。
先
ず
第

一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
始
祖
伝
説
に
か

か
わ
る
鳥

の
話
で
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の

一
、
二
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

『
史
記
』
殷
本
紀
に
よ
れ
ば
、

殷
契
、
母
日
簡
狄
、
有
娥
氏
之
女
、
為
帝
罌
次
妃
。
三
人
行
浴
、
見
玄
鳥
堕
其
卵
、
簡
狄
取
呑
之
、
因
孕
生
契
。

と
あ

っ
て
、
殷
祖

の
契
は
、
母
簡
狄
が
玄
鳥
の
卵
を
呑
ん
で
生
れ
た
と
い
う
。
三
品
彰
英
氏
の
研
究
で
颱
W
感
精
型
神
話
の
第
二
類
に
分

類
さ
れ
る
天
降
る
霊
物

に
も
の
で
、
漢
族
や
東
北
地
区
の
民
族
に
み
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
型
の
神
話
中

で
も
鳥
の
卵
か
ら

生
れ
た
と
す
る
の
は
、
こ
の
殷
と
こ
の
影
響
と
さ
れ
る
秦
族
と
、
扶
余
の
始
祖
東
明
王
出
自
伝
説
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
江
南
地
方

と
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

関
係

あ

り
そ
う
な
伝
承
が

『
楚
辞
』
天
問
に

「簡
狄
在
台
譽
何
宜
、
玄
鳥
致
貽
女
何
喜
」
と
あ

る
。

こ
の
こ
と
か
ら
江
南
に
も
楚
辞
が
書
か
れ
た
頃
に
は
、
玄
鳥
の
伝
承
が
し
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

次

に
呉
越
地
方
に
あ
る
鳥
に
関
す
る
伝
承
を
も
う
少
し
み
て
い
く
と
、
時
代
が
下
る
が
、
張
華

『
博
物
志
』
に
い
く

つ
か
の
伝
承
が
み

　o
　

ら
れ
、
、巻
三
異
鳥
に
は
、

越
地
深
山
有
鳥
如
鳩
、
青
色
、
名
日
冶
鳥
。
穿
大
樹
作
巣
如
升
器
、
其
戸
口
径
数
寸
、
周
飾
以
土
堊
、
赤
白
相
次
、
状
如
射
侯
。
伐

木
見
此
樹
、
即
避
之
去
。
或
夜
冥
、
人
不
見
鳥
、
鳥
亦
知
人
不
見
己
也
、
鳴
日
咄
咄
去
、
明
日
便
宜
急
上
樹
去
、
咄
咄
下
去
、
明
日
便

宜
急
下
。
若
使
去
但
言
笑
而
不
己
者
、
可
止
伐
也
。
若
有
穢
悪
及
犯
其
止
者
、
則
虎
通
夕
来
守
、
人
不
知
者
即
害
人
。
此
鳥
白
日
見
形
、

鳥
也
、
夜
聴
其
鳴
、
人
也
。
時
観
楽
便
作
人
悲
喜
、
形
長
三
尺
、
澗
中
取
石
蟹
就
人
火
間
灸
之
、
不
可
犯
也
。
越
人
謂
此
鳥
為
越
祝
之

祖
。
'

と
あ

り
、
越
地
の
深
山
に
鳩
の
よ
う
な
姿
を
し
、
き

つ
つ
き
の
よ
う
に
木
に
穴
を
あ
け
て
住
む
冶
鳥
と
い
う
鳥
が
い
て
、
越
人
は
越
祝
の

祖
で
あ
る
と
い

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

越
祝
に
つ
い
て
は
、

『
史
記
』
封
禅
書
に
、

、是
時
既
滅
両
越
、
越
人
勇
之
乃
言
、
越
人
俗
鬼
、
而
其
祠
皆
見
鬼
、
数
有
効
。
昔
東
甌
王
敬
鬼
、
寿
百
六
十
歳
。
後
世
怠
慢
、
故
衰



耗
。
乃
令
越
巫
立
越
祝
祠
、
安
台
無
壇
、
亦
祠
天
神
上
帝
百
鬼
、
而
以
難
卜
。
上
信
之
、
越
祠
難
卜
始
用
。

と
あ

る
。
武
帝
の
時
に
、
越
人
の
勇
之
の
言
葉
と
し
て
越
祝
祠
の
こ
と
が
話
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
越
祝
祠
で
は
難
を
以

っ
て
ト
す
る
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
、
鳥
が
重
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
、
先

の
冶
鳥
が
越
祝

の
祖
で
あ
る
の
と
な
に
か
関
係
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

難
骨
を
以

っ
て
占
墨
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
史
延
庭
氏
は
唐
代
の
段
公
路
の

『
北
戸
録
』
に
み
え
る
船

の
出
航
前

に
越
で
は
難
を
殺
し

(
　
>

て
骨

で
ト
す
る
話
を
通
じ
て
、
難
に
天
候
を
預
知
す
る
力
が
あ

っ
た
こ
と
を
い
う
。
た
し
か
に
鳥
類
に
は
天
候
、
自
然

に
関
係
す
る
も
の

が
多
く
あ
り
、

『
山
海
経
』
に
み
え
る
も
の
だ
け
を
あ
げ
て
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

有
鳥
焉
、
其
状
如
梟
、
人
面
四
目
有
耳
、
其
名
日
顯
、
其
鳴
自
号
也
、
見
則
天
下
大
旱
。
(南
山
経
)

鼓
亦
化
為
鷄
鳥
、
其
状
如
鴟
、
赤
足
而
直
喙
、
黄
文
而
白
首
、
其
音
如
鵠
、
見
則
其
邑
大
旱
。
(
西
山
経
)

有
鳥
焉
、
其
状
如
糴
而
赤
、
名
日
駐
遇
…
…
見
則
其
国
大
水
。
(
西
山
経
)

こ
れ
ら
の
鳥
は
異
常
な
る
天
候

に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
自
然
災
害
に
か
か
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
も
鳥
の
も

つ
自
然
の
異
変
を
察
知
す
る

力
と
関
係
あ
る
。

『
淮
南
子
』
人
間
訓
に
は
、

夫
鵲
先
知
、
歳
之
多
風
也
、
去
高
木
而
巣
扶
枝
。

(12
)

と
あ
り
、
ま
た
繆
称
訓
に
も
、

鵲
巣
知
風
之
所
起
。
-

(
中
略
)
ト
暉
目
知
晏
。

と
あ

っ
て
、
鵲
が
風
の
多
い
こ
と
を
察
知
し
て
、
巣
を
安
全
な
と
こ
ろ
に
つ
く
る
こ
と
と
暉
目
即
ち
鴆
鳥
が
雲
の
な

い
こ
と
を
察
知
し
、

鳴
く

こ
と
が
い
わ
れ
、
こ
れ
も
鳥
が
自
然
の
動
き
を
早
く
予
知
す
る
能
力
の
あ

っ
た
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
候
鳥
と
い
う
渡
り
鳥

の

(
　
)

季
節

に
よ

っ
て
飛
ん
で
く
る
こ
と
も
、
や
は
り
同
じ
能
力
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

時
代
が
少
し
下
る
が
、
六
朝
時
代
後
半
、
梁
か
ら
北
周
に
活
躍
し
た
宗
懍
の

『
荊
楚
歳
時
記
』
に
は
、
長
江
中
流
域

の
農
業
に
と
も
な

呉
越
文
化

の
鳥

1

1



一
二

う
諸
行
事
が
み
ら
れ
、
そ
の
中
で
鳥
が
み
ち
れ
る
。
r
正
月

一
日
の
行
事
と
し
て
、

・

」

帖
画
難
戸
上
、
懸
葦
索
於
其
上
、
挿
桃
符
其
傍
、
百
鬼
畏
之
。

と
あ
り
、
正
月
に
難
を
書

い
た
画
を
門
戸

に
貼
る
風
習
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
,こ
の
文
の
按
語
に
は
魏
の
議
郎
董
勣
の
言
葉
を
あ
げ

て
、
難
を
殺
し
て
門
戸
に
著
け
る
の
は
疫
を
逐
う
の
礼
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
守
屋
美
都
雄
玩

の
訳
注
に
よ
れ
ば
、

『
風
俗
通
』
に
み

え
る
数
説
を
あ
げ
て
、
難
が
夜
明
け
に
鳴
く
こ
と
と
門
戸
を
朝
早
く
開
く
こ
と
の
結
び

つ
き
。
鶏
が
東
方
の
牲
で
万
物

の
秩
序
の
源
で
、

万
物

の
出
入
を
規
律
す
る
関
と
の
結
び
つ
き
。
難

の
陽
の
性
格
と
大
寒
前
後
の
性
格
と
の
調
和
。
鶏
の
頭
に
死
と
悪
を
避
け
る
力
の
あ
る

(14
)

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、

『
抱
朴
子
』
黄
白
で
は
難
の
血
に
辟
邪
の
力
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

r
以

上
の
よ
う
に
鳥

の
も
つ
予
知
能
力
や
辟
邪
の
力
が
、
人
々
に
信
ぜ
ら
れ
、
特
に
未
来
を
知
る
も
の
と
し
て
巫
祝
の
祖
に
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
鳥
が
屋
根
の
上
に
と
ま

っ
て
い
る
の
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
屋
上

に
鳥
が
と
ま
る
こ

(
15
)

と
を

の
べ
た
話
は
余
り
多
く
な
く
、

『
漢
武
故
事
』
に
、

武
帝
作
玉
堂
、
以
玉
壁
薄
椽
頭
、
鋳
為
大
鳥
黄
金
、
塗
長
五
尺
一
栖
屋
上
。

と
あ

っ
て
臨
、王
堂
の
屋
上
に
黄
金
の
大
鳥
が
お
か
れ
た
よ
う
で
、
、こ
れ
は
装
飾
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
屋
根
に
あ
る
柱

状
の
も
の
に
つ
い

て
礦

・馮
漢
驥
氏
の
雲
南
省
晋
寧
石
寨
山
遺
跡
出
土
の
貯
貝
器
頂
部
に
み
え
る
柱
状
装
飾

に
つ
い
て
の
研
究
を
通
じ
て
み
れ
畭
W
越
人
の

俗
に
銅
柱
を
建
て
る
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
』
」
れ
は
小
ー
テ
ム

・
ポ
ー
ル
の
遺
制
と
さ
れ
、
そ
の
上
に
ト
ー
テ
ム
で
、
上
述

の

よ
ぢ

な
巫
祝
の
祖
で
あ
る
鳥
が
と
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
屋
内

に
あ
る

一
団
の
音
楽
を
奏
す
る
人
と
、
そ
こ
に
す

わ
る
裸
体

の
女
性

ら
し
き
人
は
、
巫
祝
の
人
と
祈
り
の
時
の
音
楽
を
奏
す
る
人
々
の
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、

こ
れ
こ
そ

『史
記
』
封
禅
書

に
い
う

「越
祝

祠
」

で
あ
る
。

戦
国
時
代
の
銅
屋
に
先
立

つ
春
秋
時
代
の
鳩
杖
は
、
前
述

の
如
く
漢
代

の
敬
老

の
鳩
杖

の
先
駆
を
な
す
が
、
そ
の
伝
統
は
越
人

の
俗
に

み
え
る
柱
状
、
す
な
わ
ち
ト
ー
テ
ム

捕
ポ
ー
ル
と
、
そ
れ
に
と
ま
る
予
知
能
力
が
あ
り
、
辟
邪

の
力
を
も

っ
た
鳥

の
姿

か
ら
は
じ
ま

っ
て



い
る
と
考
え
た
方
が
、
越
俗
の
地
に
生
れ
た
鳩
杖

の
実
情

に
合

っ
て
い
る
と
思
う
。

呉
越
地
方
の
鳥
文
化
は
、
こ
の
地
域
の
農
耕
と
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
で
、

『呉
越
春
秋
』
越
王
無
余
外
伝
に

少
康
恐
禹
祭
之
絶
祀
、
乃
封
其
庶
子
于
越
、
号
日
無
余
。
余
始
受
封
、
人
民
山
居
、
遂
有
鳥
田
之
利
。

と
あ

り
、
そ
の
注
に
引
か
れ
た

『
地
理
志
』
に
は

「龍
山
上
有
禹
井
、
禹
祠
。
相
伝
下
有
群
鳥
耘
田
也
」
と
あ
か
、
ま
だ
注
に
引
か
れ
た

『
水
経
注
』

に
は

「鳥
為
之
耘
、
春
抜
草
根
、
秋
啄
其
穢
」
と
あ
る
。
河
媼
渡
文
化
期
に
始
ま
る
水
稲
栽
培
を
中
心
と
し
た
農
耕
地
帯

の

呉
越
地
方

に
あ

っ
て
、
鳥
が
稲

の
田
を
耕
す

の
を
助
け
る
と
い
う
考
え
方
は
、

『
水
経
注
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
鳥

が
春

に
は
草

の
根

を
抜
き
、
秋
に
は
収
穫
後

の
落
穂
な
ど
の
よ
ご
れ
を

つ
い
ば
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
雑
草
の
生
え
る
こ
と
を
防
い
で
く
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
生

れ
て
き
た
話
で
、
そ
れ
が
禹

の
伝
承
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
呉
越
地
方

で
は
鳥
が
耕
田
で
の
助
耕
を
行
う
こ
と
か
ら

益
鳥

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
が
祖
先
の
助
け
と
重
な

っ
て
き
た
と
思
わ
れ
、
戦
国
時
代
の
青
銅
器
に
み
え
る
画
像
文

に
、
鳥
田
図
と

　
レ
　

さ
れ
る
植
物
と
植
物

の
間
に
嘴

の
長

い
鳥
の
姿
が
み
え
る
図
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
。

四
、
呉
越

地
方

の
鳥
文
化

の
淵
源

前
節
ま
で
述
べ
て
き
た
鳥
文
化
が
、
呉
越
地
方

の
文
化
で
ど
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
か
。

長
江
下
流
域
南
岸
地
区
か
ら
杭
州
湾

一
帯
に
か
け
て
、
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
頃
に
は
じ
ま

っ
た
河
姆
渡
文
化
は
、
今

の
と
こ
ろ
も

っ
と

も
古

い
水
稲
栽
培
を
行

っ
て
い
た
文
化
で
、
高
床
式
住
居
に
居
住
し
、
早
く
も
漆
器
を
使
用
し
、
土
器
、
木
器
、
玉
器

に
も
す
ぐ
れ
た
も

の
を
残
し
て
い
る
ゆ
こ
の
土
器
の
文
様
の
中
に
鳥
文
様
と
思
わ
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
盆
の
腹
に
二
種
の
文
様
が
あ

り
、
報

告
で
は
魚

藻
文
と
鳳
鳥
文
と
さ
れ
る
。
前
者
は
中
央
に
植
物
状
の
も
の
が
あ
り
、

こ
の
両
側
に
魚
か
鳥
か
不
明
な
も
の
が
み
ら

れ

る
。

石
興
邦
氏

は
、

こ
の
文
様
を
中
央
の
稲
の
成
長
を
守
護
す
る
鳥
神
の
図
と
解
す
る
。
後
者
は
中
央
に
さ
か
さ
ま
に
な

っ
た
盤
状
の
上
に
丸
い
も
の
が

二
つ
の
っ
た
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
鳥
状
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
石
氏
は
収
穫

の
成
果
を
ま
つ
る
姿
と
し
て

呉
越
文
化
の
鳥

二
二



一
四

(　
>

い
る
。
こ
の
二
つ
の
文
様
は
と
も
に
農
耕
に
関
係
す
る
も
の
で
、
後
代
の
鳥
田
図
と
相
通
ず
る
も
の
が
、
早
く
も
こ
こ
に
み
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

も

っ
と
鳥
の
姿
が
は

っ
き
り
と
し
た
も
の
に
骨
製
の
匙

の
柄
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
柄
の
面
に
二
組
の

一
対
の
鳥
が

背
中
合
せ
に
あ
り
、
そ
の
背
に
光
芒
が
つ
い
た
円
と
円
の
上
に
三
尖
形
が
で
た
も
の
を
背
負

っ
た
姿
が
あ
る
。

(
図
4
)
こ
の
絵
に
つ
い

(
19
)

て
林
巳
奈
夫
氏
は
右
側
の
円
は
光
芒
に
鋸
歯
状
の
も
の
が
あ
り
、
上
の
三
尖
形
は

コ
ロ
ナ
に
起
原
す
る
画
像
と
し
て
、

こ
れ
を
目
と
す
る
。

左
は
少
し
小
ぶ
り
で
あ
り
、
鋸
歯
状
の
光
芒
が
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
月
と
す
る
。
上
の
三
尖
状
は
陰
の
状
態
で
冷

た
い
水
気
の
精
が

月
と
な

っ
た
と
い
う
話
の
、
水
の
気
が
発
散
し
て
い
る
姿
と
解
す
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら

一
対
の
鳥
は
円
板
の
日
月
の
性
格
を
象
徴
す
る

と
い
う
よ
り
、
日
の
御
者
の
羲
和
、
月

の
御
者

の
望
舒

に
あ
た
る
と
す
る
。
ま
た
林
氏
は
注
で
、
日
の
御
者
と
い
わ
れ

る
羲
和
に
つ
い
て

『
山
海
経
』
大
荒
南
経
を
引
い
て

有
羲
和
之
国
、
有
女
子
名
日
羲
和
、
方
日
浴
于
甘
淵
、
羲
和
者
帝
俊
之
妻
、
生
十
日
。

と
あ

っ
て
帝
俊
の
妻
で
日
と
生
ん
だ
も
の
と
さ
れ
、
大
荒
西
経
で
は
、

有
女
子
方
浴
月
、
帝
俊
妻
常
羲
生
月
十
有

二
、
此
始
浴
之
。

と
あ

っ
て
、
帝
俊

の
妻

に
常
羲
と
い
う
人
が

い
て
月
を
生
ん
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
羲
和
と
常
羲
は
同

一
人
物
だ
と
さ
れ

る

(赫
懿
行

『
山

海
経
箋
疏
』)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
河
姆
渡

の
こ
の
図
像
が
両
者
同
様
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
有
力
な
参
考
と
な
る
と
す
る
。

も
う

一
つ
河
姆
渡
出
土
の
象
牙
板

に
も
鳥

の
図
像
が
あ
る
。
こ
れ
は
頸
を
交
え
た

一
対
の
鳥
が
仰
向
に
な
り
、
頸
の
交
点
に
同
心
円
を

書
き
入
れ
た
円
板
が
あ
り
、
円
板

の
上
に
火
炎
の
よ
う
な
も
の
が
み
え
る
。
こ
れ
は
太
陽
神
を
支
え
た

一
対
の
鳥
の
図
像
と
考
え
ら
れ
る
。

(
図
5
)

こ
の
よ
う
に
長
江
下
流
域
の
呉
の
地
域
に
生
れ
た
農
耕
文
化
の
中
に
、
太
陽
や
月
と
い
う
天
体
の
中
で
も
も

っ
と
も
農
耕
に
関
係
あ
る

も
の
と
鳥
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き

こ
と
で
、
江
南
の
鳥
文
化
は
こ
の
地
の
農
耕
文
化
と
深
い
関
係
の
あ
る
も
の
で
、
太



陽
神
崇
拝
と
も
関
係
し
て
く
る
。
こ
の
河
姆
渡
文
化
の
後
の
江
南
文
化
で
あ
る
青
蓮
岡
文
化

の
馬
家
浜
期
、
北
陰
陽
営
期
、
菘
沢
期
と
良

渚
文
化
に
も
土
劈

形
や
文
様
鴛

か
ら
生
れ
た
も
の
が
あ
登

」
と
が
い
わ
れ
て
い
轗

ま
た
・
出
土
地
不
明
で
あ
る
が
・
文
様
か
ら
み

て
良
渚
文
化
か
ら
大
波
口
文
化
と
い
う
長
江
下
流
域
か
ら
山
東
半
島

に
か
け
て
の
海
岸
線
に
栄
え
た
文
化
に
属
す
と
思

わ
れ
る
玉
璧
上
に

み
ら
れ
る
図
像
で
、
上
端
が
山
の
よ
う
な
階
段
状
に
な

っ
た
長
方
形
の
上
に
、
棒
状
の
も
の
が
建

っ
て
い
て
、
そ
の
上
端
に
鳥
が
と
ま
る

図
が
あ
翻
ゲ

(
図
6
)
こ
れ
こ
そ
春
秋
戦
国
時
代
の
屋
根
の
上
の
棒
上
に
と
ま
惹
鳥
、
鳩
杖
と
い
わ
れ
る
棒
の
上
に
鳥
が
い
る
も
の
の
先

駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

り

に

紹
興
三
〇
六
号
墓
で
発
見
さ
れ
た
屋
上
の
木
柱
に
鳥
が
接
る
銅
屋
明
器
を
手
が
か
り
と
し
て
、
時
代
が
少
し
さ
か
の
ぼ
る
春
秋
時
代
末

期
の
丹
徒
県
の
土
數
墓
と
紹
興
県
で
出
土
し
た
鳩
杖
と
、
文
献
に
み
え
る
鳥
に
関
す
る
話
を
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
江
南

の
呉
越
文
化
に

存
在
す
る
鳥
に
関
す
る
文
化
を
少
し
考
え
て
み
た
。
鳥
を
祖
と
す
る
部
族
が
長
江
を
は
さ
む
海
岸
線
に
存
在
し
て
い
だ
よ
う
で
、
そ
う
し

た
部
族
は
ト
ー
テ
ム
と
し
て
鳥
を
考
え
、
ト
ー
テ
ム

・
ポ
:
ル
の
よ
う
な
棒
状
の
上
に
鳥
が
と
ま
る
も
の
を
、
自
分
た
ち
部
族
の
象
徴
と

し
、
居
住
す
る
屋
根
な
ど
に
お
い
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
当
地
の
人
た
ち
は
鳥
に
予
知
能
力
が
あ
り
、
同
時
に
辟
邪

の
力
も
持

つ
と
考
え
、

巫
祝

の
鳥
と
み
な
し
、
ま
た
敬
老
の
杖
頭
に
鳥
を
か
ざ
る
こ
と
を
行

っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
起
原
は
農
耕
文
化

に
と

も
な
う
太
陽
神
崇

拝
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
農
耕
は
江
南
の
水
稲
を
栽
培
す
る
も
の
で
、
華
北
の
畑
地
に
ょ
る
ア
ワ
作
農
耕
と
は
異
な

っ
て
い
た
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
呉
越
の
鳥
は
水
稲
栽
培
農
耕
を
背
景
に
し
て
、
各
時
代
に
性
格
を
異
に
し
た
も
の
が
新
し
く
生
れ
た
り
、

古
く

の
も
の
と
重
な
り
合

っ
た
り
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以

上
、
多
く
の
点
で
見
落
し
て
い
る
問
題
、
史
料
、
資
料
が
あ
る
と
思
う
が
、
呉
越
の
鳥
に
つ
い
て
の
ス
ケ
ッ
チ
が

で
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後

の
問
題
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
鳥
の
文
化
が
水
稲
栽
培
農
耕
と
と
も
に
我
が
国
の
水
稲
栽
培
農
耕
文
化

に
伝
え
ら
れ
た
の
か
、

呉
越
文
化

の
鳥

一
五



一
六

あ
る
い
は
な
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
考
察
に
基
礎
的
な
資
料
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

注(
1
)

饒
宗
頤

「
呉
越
文
化
」

『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

四

一
-

四

一
九
六
九
年
。
杉
本
憲
司

「倭
人

の
源
流
を
探
る
ー
呉

越
文
化
と

〃
倭
人
伝
"
」
『
倭
人
伝
を
読

む
』
所
収

一
九
八
二
年
。

安
志
敏

「
長
江
下
流

史
前
文
化
対
海
東
的

影
響
」

『
考
古
』

一
九

八

-四
年

五
期
。
陳
国
強

等

『
百
越
民
族
史
』

一
九

八
八
年
。
杉
本

「呉

越

の
鳥
と
環
濠
」

『
呉
越

の
風
筑
紫

の
火
』
所
収

一
九
九

一
年
。

税
徳
祺
等

「
近
十
年
呉
文
化
研
究
」

『
中
国
歴
史
学
年
鑑

一
九
九

一
年
』
所
収
。
逢
振
鎬

「近
十
年
東
夷
文
化
研
究
」

『
中
国
歴
史
学

年

鑑

一
九
九

一・年

』
所
収
。
陳
剰
勇

「
八
十
年
代
的
百
越
文
化
研

究
」

『中
国
歴
史
学
年
鑑

一
九
九

一
年
』
所
収
。

(
2
)

淅
江
省
文
物
管
理
委
員
会

・
淅
江
省
文
物
考
古
所

・
紹
興
地
区
文

化
局

・
紹
興
市
文
管
会

「紹
興

三
〇
六
号
戦
国
墓
発
掘
簡
報
」

『
文

物
』

一
九

八
四
年
第

一
期
。

(
3
)

牟
永
抗

「
紹
興
三
〇

六
号
越
墓
芻
議
」

『
文
物
』

一
九
八
四
年
第

一
期
。

(
4
)

江
蘇
省
丹
徒
考
古

隊

「
江
蘇
丹
徒
北
山

頂

春

秋

墓

発

掘
報
告
」

『
東
南
文
化
』

一
九
八
八
年
第

三

・
四
期
合
併
号
。

(
5
)

『
漢
書
』
地
理
志
上

の
会
稽
郡
丹
徒

の
条

に

つ
け

ら
れ
た
顔
師
固

注

に
よ
れ
ば

「
即
春
秋

云
朱
方
也
」
と
あ
り
、

『
春
秋
左
氏
伝
』
襄

公
二
八
年

の
条

に
斉

の
慶
封
が

「
奔
呉
。
呉
句
余
予
之
朱
方
」

と
あ

る

こ
と
か
ら
、
朱
方
と
は
呉

の
地

で
、
現
在

丹
徒
県

に
あ
る

こ
と
が

知

ら
れ
る
。

(
6
)

『
春
秋
経
』
昭
公

一
五
年

(
前

五
二
七
)
正
月

の
条

に

「
呉
子
夷

末
卒
」

と
あ

り
、
伝
は
な

い
。
夷
末

は

『春

秋
公
羊
伝
』

で
は
夷
昧

に

つ
く

っ
て
い
る
。

(
7
)

蔡

暁
黎

「
淅
江
紹
興
発
現
春
秋
時
代
青

銅
鳩
杖
」

『
東
南

文
化
』

一
九
九
〇
年

四
期
。

(
8
)

『
春
秋
左
氏
伝
』
昭

公

一
七

年

(
前

五
二
五
)
の

条

に

「
吾
聞

之

、
天
子
失
官
、
学
在

四
夷
、
猶
信
」
と
あ
る
。

(
9
)

三
品
彰
英

『
神
話
と
文
化
領
域
』

〈
『
三
品
彰
英
論
文
集
第
三
巻

神

話
と
文
化
史
』

に
所
収
)

一
九
七

一
年
。

(
10
)

『博
物
志
』

は

『
秘
書

二
十

一
種

本
』

に
よ

っ
た

『
博
物
志
校

証

』
を
使
用
。

、

(
11
)

史

延
庭

「
論
呉
文
化

中
的
鳥
崇
拝
習
俗
」

『中
国
史
研
究
』

一
九

九

二
年
第

三
期
。

(
12
)

『
淮
南
鴻
烈
集
解

』

に
引

か
れ

た
王
念

孫

の
説

で
は
、
鵲

の
上

に

「
烏
」
字
あ

る
を
脱
し
て

い
る
と
さ
れ

る
。

(
13
)

た
と

え
ば

『
荊
楚
歳
時
記
』

に

「
春
分

日
、
民
並
種
戒
火
草
於
屋

上

。
有
鳥
如
烏
、
先
驥
而
鳴

、
架
架
格
格
"
候
此
鳥
則
入
田
、
以
為

候
」

と
あ
る
な
ど

は
候
鳥

の

一
例

で
あ
る
。

(
14
)

守
屋
美
都
雄

『校
註
荊
楚
歳
時
記
ー
中
国
民
俗

の
歴
史
的
研
究
』

一
九
五
〇
年
。

(
15
)

『
太
平
御
覧
』
巻
九

一
四
。



(
16
)

馮
漢
驥

「
雲
南

晋
寧

石
寨
山
出
土
銅
器
研
究
」

『
雲
南
青

銅
器
論

叢
』
所
収

一
九
八

一
年
。

(
17
)

陳
龍

「
鳥
田
考
」

『
福
建
文
博
』

一
九

八
二
年
第

一
期

『
百
越

民
族
史
論
叢
』
所
収

一
九
八

五
年
。
未
見
。

(
18
)

石
興
邦

「我
国
東
方
沿
海
和
東
南

地
区
古
代
文
化

中
鳥
類
図
像
与

烏
祖
崇
拝
的
有
関
問
題
」

『
中
国
原
始
文
化
論
集
ー
紀
念

尹
達

八
十

誕

辰
』

一
九
八
九
年
。

(
19
)

林
巳
奈
夫

『
殷
周
青
銅
器
紋
様

の
研

究
-
殷

周

青

銅

器
綜
覧

ニ

ー
』

一
九
八
六
年
。

『
中
国
古
代
の
遺
物

に
表
わ
さ
れ
た

「気
」

の

図
像
的
表
現
」

『
中
国
古
玉

の
研
究
』
所
収

輔
九
九

一
年
。

(
20
)

石
興
邦

前
掲
論
文
。

(
21
)

林

巳
奈
夫

「
良
渚
文
化

の
玉
器
若
干
を

め
ぐ

っ
て
」

『
ζ
q
ω
国
・

d
]≦
』

三
六
〇
号

一
九
八

一
年
。

呉
越
文
化

の
鳥

一
七




